SPINNING THE PERIPHERY : RECONSIDERTATION OF THE SUBURBAN RESIDENTIAL AREA TO START FROM THE FOREST by 前波 可菜子
周縁のつむぎ : 斜面林から始める郊外住宅地の再
考
著者 前波 可菜子
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 6
発行年 2017-03-24
URL http://hdl.handle.net/10114/13063
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要	 Vol.6(2017 年 3 月)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 法政大学 
 
周縁のつむぎ 
-斜面林から始める郊外住宅地の再考- 
 
SPINNING THE PERIPHERY 
- RECONSIDERTATION OF THE SUBURBAN RESIDENTIAL AREA TO START FROM THE FOREST – 
 
前波可菜子 
Kanako MAENAMI  
主査	 渡辺眞理	 	 	 副査	 下吹越武人・高村雅彦 
 
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
?
I am interested in the relationship between time and architecture. It is the time since the building was 
built, how it will be changed to the person who uses it, and how it will be affected by the surrounding 
environment and building correspondence. Since the modernization, the modernism = newness was 
demanded, the design of the architecture that the value went down as the old became the greatest value at the 
new time has come to be done. Inorganic materials such as glass and concrete have been widely used from 
organic materials. At the same time, although it became possible to create a free form, technology developed, 
the Japanese climate is hot in the summer and the cold space in the winter is seen more often by the value 
biased towards economic rationality ing. 
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１．	はじめに 
	私は時間と建築の関係について興味がある。建築が建て
られてからの時間で、利用する人にどう改変されてゆく
かや周辺環境と建築の呼応によって互いにどのような影
響を受けるかである。	
近代化以降「新しい」ことに最大の価値を見出し、その
後は価値がさがりつづけるというものの見方が現れたが、
「家」をはじめとした建築はそれだけでは語れない物が
あると思う。	
	現代の町を歩いてみると経済合理主義等の偏った価値
観によってできた家があまりにも多いことに気づかされ
る。本来、「パブリック」と「プライベート」は明確に
別けて改変の余地がないものではなく、住み手や利用者
の意識によって改変の余地を残すべきである。	
	近郊住宅地に残る斜面林にはその「パブリック」と「プ
ライベート」が浸食し合える可能性が残っている。ここ
に着目し、斜面林と関係しながら高齢者向け施設を設計
することで、地域の人にとっての居場所や家を延長して
ゆく意識のもてる場所をつくることを目的とする。	
	
	
 
図 1 家 
	
	
	
	
	
	
	
２．	家とまちの境目 
		家は住まれることによってその魅力を持ち続けるのか
もしれない。そして、かつては増改築等が盛んに行われ
その様子が外部空間にもにじみ出ていた。生きられた時
間は内外という区別ではなく連続的なものだったのかも
しれない。しかしながら、現代の街中に目を向けてみる
と、偏った経済合理主義の理論によってできた家があま
りにも多いことに気づかされる。それらは強固な器とし
て与えられ、家は成長を忘れ、住まいて自らが家をカス
タマイズしてゆく可能性の限界を規定しているように思
える。	
	だからこそ今、この事態から抜け出すために私たちが何
を出来るだろうか。「家」に対する意識を「町」という
スケールまで広げてみてゆくことで、住まれることによ
って保持される魅力を内外という強固な器によって限定
された空間の可能性を広げることは出来ないだろうか。	
	
	現代における経済合理主義によって出来たその多くの
「家」について「町」という視点を用いることで「家」
のもつ本来の魅力をどう保持してゆくのかについて。そ
して、「家」によってできた住まう為の町「ベッドタウ
ン」に焦点を当てることで、家の性質が同時に町にどの
ような出来事を起こしているのかについて述べた。	
	
	経済合理主義の理論によってつくられた「家」は強固な
器として存在し、「家」のもつ本来の魅力である成長の
可能性を狭めている。そして、このような建築が密集し
た郊外住宅地ではパブリックとプライベートの空間が二
極化していて、ある人から見れば、町なかにあるのは「私
の家」と「誰の場所でもない場所」だけとなっている。
すなわち、経済性や生産性などの資本主義による経済合
理主義に支配された家々は、場所との呼応を忘れ、人の
居場所を限定し、いつのまにか多くの出来事や行為を枠
に当てはめて管理することで、土地のもつポテンシャル
や出来事の起こりうる可能性を限定する方向へと発展し
てしまった。	
	
	ここから、パブリックやプライベートといった場に別れ
てしまった今だからこそテリトリーレスな空間すなわち
誰もが働きかけることを許される場所が出来ることがこ
れからは必要である。利用者や地域の人、周辺住民が秩
序をもった働きかけをできることを目指し、多くの人に
支えられ、成長をしてゆく場を郊外住宅地に計画を提案
する。	
 
 
 
 
３．	場所について 
（１）市川市大野町の概要	
千葉県市川市は、千葉県の北西部にあり、市の西部は
江戸川と旧江戸川を挟んで東京都江戸川区と接している。
東京都心からは15km-20km圏内に位置する。旧東葛飾郡。
東京都特別区部への通勤率は 46.5%。東京のベッドタウン
として有名である。人口は、480,570 人、世帯数は、
235,582(平成 28 年 9 月 30 日現在)。市の南部は海抜 2m
程度の平野で、北部は海抜 20m 程度の下総台地が地形的
な特徴である。	
 
（２）町のもつ 5 つの顔 
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図 2 大野町の台地 
 
 
図 3 谷津 
（４）町の都市計画 
谷津は、都市計画にも反映していて、台地を農地、低
地を住宅地という住み分けをしている。その中間の斜面
に緑が残り、この地域の景観の一部となっている。また、
この斜面林によって台地と低地は意識的に分断されてい
る。 
かつて水田の広がっていた低地部分が現在は住宅地と
なっていて、台地には果樹園が残っている。 
 
上図はその状況の断面的イメージで、西側台地（本設
計対象地域）は、昭和 49 年に制定された、市川市農業復
興地域整備計画により市街化調整区域に指定されており
農地が残っているが、東側台地は既に宅地開発がされて
いる。かつての大野城跡に市川市立第五中学校、や大柏
小学校、浄光寺幼稚園などの教育施設があるという特徴
がみられる。 
 
（5）そとに関するノート	
 
「大野町」という具体的な土地について、町の構造や魅
力を分析した。 
 
大野町には町を構成する要素として傾斜地特有の町構
造や、農村がベッドタウンとして開発されてきた歴史と
いう 2 つが大きく挙げられる。この点を踏まえて、町か
ら少しずつ取り出してきた構造を図示し、実際に街中を
歩き観察を重ねることで、そこで起きている小さな出来
事（家を拡張するように外部空間をとりいれている景色
等）をスケッチや文章に書き留めた。これらから、家の
面する町の構造によって斜面林や造成によって出来た擁
壁は所有がパブリックやプライベートといったスケール
よりも大きく、それを見立てたり、そこにおこるサービ
スの交換によってテリトリーレスな場がうまれる可能性
があることがわかった。 
その背後にある空間を「見立てる」ことで外部空間をう
まくとりいれているといえるのではないだろうか。同時
に、パブリックな空間を家具スケールで構成することに
よってテリトリーレスな空間の発生を誘発することが出
来るのではないだろうか。 
 
 
図 4 外部分類に関するスケッチ 
４．	設計について 
（１）コンセプト 
郊外住宅地に残る斜面林沿いにつくる「高齢者のため
の家」の計画であり、「地域の人にとっての居場所」の
計画である。そして同時に、機能によって明確にわかれ
てしまった家や道、農地等をつむいでゆく計画である。 
 
	 「高齢者のための家」の計画とは「高齢者のための
居場所」の計画であり、ここでいう「家」は「生活する
居場所」であって所有者が一日中いる「持ち家」や「一
室」などというイメージとは異なる。「地域の人にとっ
ての居場所」も同様で、どちらも「家の拡張、もうひと
つの家」といったイメージである。 
 
（2）ダイアグラム 
「そと」に関するノートでの分析から得た見立ての精神
や家具スケールの介入の余地を残しながら計画を行う。 
 
 
図 5 見立てる 
上図は金比羅宮の富士の間である。富士の間は、一の
間、二の間の二室からなる。明治の日 本画邨田丹陵によ
って描かれた「富士山図」「富士巻狩図」 がある。手前
の狩りの図と奥の間の富士の図は、実際の空間を通して
一体となる。同様に、外部にある要素を取り入れ設計を
試みる。 
 
（3）マスタープラン 
1km 程の対象敷地に残る 10 の性格をもつ斜面林に対し
てそれぞれの評価を行った。この評価に伴い、斜面林の
保全と高齢者の居場所を同時に計画する。 
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図 6 マスタープラン 
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（4）各プロジェクトについて	
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図 7 擁壁を見立てる 
 
農家、農地と宅地開発の間に取り残されるように出来た
小さな街区。造成による擁壁や壁に周辺 3 方向を取り囲
まれている。これらの擁壁を見立てるようにしておおら
かな屋根をかけ、周辺環境と共に半外部の空間をつくり
だしている。 
５．	結び 
（１）これからの郊外住宅地のあり方として、その地域
に残る斜面林を利用し、保全しながら必要となる施設や
住宅を計画する時、同時に外部空間や内部空間を「見立
てる」ことや、「家としての施設」「施設としての家」
といったように、ひとつの建築や敷地に対していくつか
の要素が入り込める余地をもっているようなおおらかな
場所ができてゆくことによって、ベッドタウンの寝るた
めだけの町からの脱却や、住まれることによって保持さ
れる魅力を内外という強固な器によって限定されてしま
った現代の「まち」や「家」の可能性を広げるが出来る
と感じた。	
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